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平成 年度、鳥取県からの委託を受けて、平成 年 月の鳥取県中部地震からの復興支援と位
置付けた「聞き書き」活動を実施した３）。鳥取県中部の、特に被害の大きかった１市３町（倉吉市、
湯梨浜町、北栄町、三朝町）の被災者・支援者の体験や、被災時とその後の地域や暮らしの変化につ


















































































































号（ ） 岡美智代他「その人らしく生きるための支援方法の開発『じっくり （イーズ）
プログラム』における『聞き書き』について」『日本慢性看護学会誌』第 巻第１号（ ） など．
２）坪井麻衣「わたしを映しだす鏡との出会い」『集団力学』第 巻（ ） ．柴田沙緒莉「小さな
一歩から未来へと」（赤嶺淳・佐野直子編『海士伝３ 海士に根ざす―聞き書きしごとでつながる島（グローバ
ル社会を歩く⑨）』『新泉社』（ ） ．渡辺暁夫「『聞き書き』による新たな「物語」へ―歴史、




４）指導・編集にあたったメンバーは 岡野幸夫（鳥取短期大学国際文化交流学科 教授） 森脇あき（鳥取看護
大学・鳥取短期大学グローカルセンター 兼担研究員 鳥取短期大学幼児教育保育学科 助教：当時）と筆者の
３名である．
５）尾﨑章子他「老年看護学教育にライフヒストリー・インタビューをとりいれた学習成果」『東北大医保健学科
紀要』第 巻第１号（ ） ．駒谷なつみ他「高齢者への聞き書きを通して看護学生が学んだこ
と」『保健科学研究』第８巻第１号（ ） など．
６）平成 年度 鳥取看護大学・鳥取看護大学 地域研究・活動推進事業助成金による．
７）『被災地の聞き書き 』（東京財団 年） ：東京財団×共存の森ネットワーク 被災地の聞き書き
（ ３．８）．この他 震災体験を書き残すプロジェクト
として 高倉浩樹監修『聞き書き 震災体験―東北大学 人が語る３ 』『新泉社』（ ）などがある．
８）注７） では 活動の趣旨について 「『被災地の今後の暮らし』につなげる」「『私たちの生活の見直し』に
つなげる」としている
９）田中響「地域の『場』と『機能』―地域とともにあゆむ大学―」『グローカル（鳥取看護大学・鳥取短期大学
グローカルセンター年報）』第１号（ ）
－ 34 －
